
孟

子

性

善

説

の

　

可

能

性

と

限

界

(
一
)
　
は
じ
め
に

「
六
経
営
我
註
脚
」
(
「
陸
九
淵
集
」
巻
3
4
)
　
と
看
破
し
、
経
書
の
絶

対
性
を
否
定
し
、
「
心
即
理
」
・
「
千
古
不
磨
の
心
」
　
に
説
き
至
り
、
独

自
の
心
学
を
展
開
し
た
宋
代
の
儒
者
陸
象
山
は
、
「
先
生
之
學
亦
有
所

受
乎
」
　
(
同
上
巻
3
5
)
　
の
問
い
に
、
「
因
誼
孟
子
而
自
得
之
」
と
答
え
、

自
ら
の
学
問
の
淵
源
を
孟
子
に
在
り
と
率
直
に
吐
露
し
て
い
た
。

ま
た
、
明
代
の
王
陽
明
は
、
朱
子
・
朱
子
学
の
呪
縛
か
ら
自
己
を
解

放
す
る
た
め
に
「
心
即
埋
」
「
知
行
合
二
を
説
き
、
終
に
「
我
此
良
知

二
字
、
賓
千
古
聖
聖
相
博
一
鮎
滴
骨
血
也
」
　
(
『
王
陽
明
全
集
』
年
譜
)

と
し
て
、
良
知
に
よ
る
朱
子
を
越
え
た
新
た
な
世
界
観
を
展
開
す
る
に

孟
子
性
善
説
の
可
能
性
と
限
界
　
(
橋
本
)

橋
　
本
　
敬
　
司

至
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
新
た
な
世
界
観
を
支
え
て
い
た
も
の
は
、
や

は
り
孟
子
の
「
良
知
・
良
能
」
及
び
性
善
説
の
考
え
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
陸
象
山
の
論
敵
で
あ
っ
た
朱
子
も
ま
た
、
陸
象
山
の
死
に
臨
み

「
可
情
死
了
告
子
」
　
(
r
朱
子
語
類
』
巻
1
2
4
)
と
言
っ
て
、
自
ら
を
孟

子
に
準
え
、
そ
の
学
を
継
ぐ
者
と
し
て
の
確
信
が
読
み
取
れ
る
よ
う
に
、

孟
子
に
学
び
、
そ
れ
を
基
盤
に
し
つ
つ
発
展
さ
せ
て
新
た
に
論
理
を
構

①

築
し
、
独
自
の
世
界
観
を
展
開
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

象
山
、
陽
明
、
朱
子
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
世
界
観
を
構
築
し
て
い
く

過
程
で
、
そ
の
核
心
と
な
り
、
思
想
的
的
営
み
に
影
響
を
与
え
続
け
て

い
た
の
は
、
他
な
ら
ぬ
孟
子
田
霜
心
で
あ
っ
た
。
で
は
何
故
、
孟
子
思
想

は
後
世
儒
者
に
影
響
を
与
え
続
け
、
ま
た
古
今
を
貫
く
思
想
と
し
て
の
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孟
子
性
善
説
の
可
能
性
と
限
界
　
(
橋
本
)

生
命
力
を
保
ち
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
、
そ
の
思
想
の
其
の
意
味

即
ち
思
想
史
的
価
値
は
一
体
何
で
あ
′
つ
た
の
か
。
こ
れ
を
解
明
す
る
こ

と
な
く
、
陸
象
山
、
朱
子
、
王
陽
明
を
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

小
論
は
、
孟
子
思
想
の
核
心
で
あ
り
、
後
世
儒
者
に
影
響
を
与
え
続

け
た
性
善
説
の
真
の
意
味
を
解
明
し
て
、
孟
子
が
孔
子
の
思
想
を
ど
の

よ
う
に
継
承
し
発
展
さ
せ
た
の
か
、
ま
た
心
学
者
と
し
て
後
世
に
ど
の

よ
う
な
思
想
的
可
能
性
の
地
平
を
拓
い
た
の
か
、
思
想
史
の
中
で
果
た

し
た
孟
子
性
善
説
の
可
能
性
と
限
界
に
つ
い
て
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。

(
二
)
　
孟
子
の
眼
差
し

一
君
子
・
小
人
の
分
離
か
ら
人
へ
ー
孔
子
の
相
対
化
-

孟
子
は
、
「
吾
未
能
有
行
焉
、
乃
所
願
、
則
學
孔
子
也
」
　
(
公
孫
丑
上
)

と
、
孔
子
を
こ
そ
学
び
た
い
と
し
な
が
ら
も
、
「
予
未
得
烏
孔
子
徒
也
、

予
私
淑
諸
人
也
」
　
(
離
婁
下
)
　
と
し
て
、
孔
子
に
私
淑
す
る
外
な
い
我

が
身
の
不
幸
を
嘆
く
し
か
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
孟
子
が
孔
子
を
絶

対
化
せ
ざ
る
を
え
な
い
心
理
的
背
景
が
あ
っ
た
。
こ
の
心
理
は
、
孔
子

を
聖
人
に
祭
り
上
げ
た
弟
子
達
の
思
い
に
通
じ
、
「
自
有
生
民
以
乗
、

未
有
孔
子
也
」
　
(
公
孫
丑
上
)
、
あ
る
い
は
「
孔
子
聖
之
時
老
也
、
孔
子
之

謂
集
大
成
」
　
(
萬
章
下
)
と
、
有
史
以
来
未
だ
合
て
存
在
し
な
か
っ
た
人

物
即
ち
聖
人
の
中
の
聖
人
と
し
て
孔
子
を
聖
化
し
絶
対
化
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
孟
子
の
思
想
家
と
し
て
の
達
し
さ
は
、
心
理
的
に
は

絶
対
化
し
た
孔
子
を
、
自
ら
の
新
た
な
思
想
を
構
築
す
る
こ
と
で
相
対

化
し
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
た
こ
と
に
表
れ
て
い
る
。
で
は
孟
子
は
ど
の

よ
う
に
孔
子
を
批
判
し
克
服
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
、
「
由
孔
子
而
乗
至
於
今
、
百
有
飴
歳
、
去
聖
人
之
世
、
若
此

其
未
達
也
。
近
聖
人
之
居
、
若
此
其
甚
也
。
然
而
無
有
乎
爾
、
則
亦
無

有
乎
爾
」
(
志
心
下
)
と
、
我
こ
そ
が
孔
子
の
遺
風
を
継
ぐ
者
だ
と
の
確

信
か
ら
始
ま
り
、
「
楊
塁
之
遺
不
息
、
孔
子
之
遺
不
著
。
是
邪
説
誕
民
、

充
塞
仁
義
也
。
…
…
能
言
距
楊
塁
者
、
聖
人
之
徒
也
」
(
膝
文
公
下
)
と

述
べ
、
聖
人
の
学
徒
と
し
て
、
楊
塁
の
学
を
排
斥
し
孔
子
の
道
を
世
界

に
向
け
て
明
ら
か
に
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
を
い
と
す
る
使
命
感
で
あ
っ
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た
。
こ
の
確
信
に
裏
付
け
ら
れ
た
使
命
感
を
精
神
的
支
柱
と
し
て
い
た

か
ら
こ
そ
、
孟
子
は
孔
子
の
思
想
を
独
自
の
方
法
で
継
承
し
発
展
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
孔
子
が
人
を
君
子
と
小
人
の
二
つ
の
範
疇
七
類
型
化
し
て
捉

②

え
て
い
た
こ
と
は
、
前
稿
で
詳
し
く
論
じ
た
。
孟
子
も
こ
の
考
え
を
う

け
て
「
君
子
犯
義
、
小
人
犯
刑
」
(
離
宴
上
)
と
、
君
子
・
小
人
と
い
う
孔

子
に
拠
っ
て
既
に
価
値
判
断
さ
れ
、
概
念
規
定
さ
れ
た
言
葉
を
用
い
て

い
る
。
ま
た
「
人
之
所
以
異
於
禽
獣
老
蔑
希
。
庶
民
去
之
、
君
子
存
之
」

(
離
婁
下
)
　
と
あ
る
よ
う
に
、
人
を
庶
民
と
君
子
に
分
け
て
捉
え
て
も

い
る
。
し
か
し
、
「
君
子
之
澤
、
五
世
而
斬
、
小
人
之
澤
、
五
世
而
斬
」

(
同
上
)
　
と
、
君
子
も
小
人
と
同
様
に
五
世
代
も
隔
て
た
な
ら
そ
の
影

響
力
は
絶
え
て
し
ま
う
、
と
言
わ
れ
る
に
至
っ
て
は
、
孟
子
の
中
で
は
、

君
子
は
既
に
絶
対
的
存
在
で
は
な
く
小
人
と
同
様
に
時
間
が
経
て
ば
忘

れ
去
ら
れ
る
存
在
と
し
て
、
同
じ
地
平
に
引
き
下
ろ
さ
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
孟
子
に
お
い
て
、
君
子
と
小
人
と
い
っ
た
厳
密
を
分
類
は
現
実

的
な
意
味
を
既
に
失
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

孟
子
性
善
説
の
可
能
性
と
限
界
　
(
橋
本
)

ま
た
、
「
古
之
君
子
、
過
則
改
之
、
今
之
君
子
、
過
則
順
之
」
　
(
公
孫

丑
上
)
　
と
、
孟
子
に
お
い
て
は
、
古
と
今
と
い
う
歴
史
的
変
遷
に
よ
っ

て
、
君
子
そ
の
も
の
の
意
味
合
い
が
大
き
く
転
換
さ
れ
て
し
ま
っ
て
お

り
、
君
子
は
「
君
子
」
と
い
う
一
つ
の
概
念
で
は
一
括
で
き
な
く
な
っ

③

て
い
た
。
こ
れ
も
ま
た
、
君
子
の
相
対
化
に
外
な
ら
な
い
。

r
孟
子
」
　
に
お
い
て
、
小
人
の
用
例
は
僅
か
に
十
例
程
度
し
か
見
ら

れ
な
い
よ
う
に
、
孟
子
は
既
に
倫
理
的
に
負
の
価
値
を
付
与
さ
れ
た
語

で
は
な
く
前
出
の
　
「
庶
民
」
あ
る
い
は
　
「
庶
人
」
な
ど
の
語
を
用
い
て

君
子
に
対
応
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
「
庶
民
」
以
外
に
は
　
「
君
子
所
以

異
於
人
者
、
以
其
存
心
也
」
　
(
離
婁
下
)
と
、
君
子
と
「
人
」
と
を
対
比

さ
せ
た
言
糞
も
あ
る
。
更
に
は
「
百
姓
」
な
ど
の
語
が
用
い
ら
れ
、
い

ず
れ
も
人
を
道
徳
的
に
意
味
付
け
さ
れ
価
値
化
さ
れ
る
以
前
の
ゼ
ロ
レ

ベ
ル
に
お
い
て
捉
え
よ
う
と
す
る
孟
子
の
眼
差
し
が
表
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
孔
子
に
よ
っ
て
意
味
付
け
ら
れ
価
値
付
け
ら
れ
た

君
子
・
小
人
の
対
比
及
び
分
類
が
、
孟
子
の
思
索
に
お
い
て
は
、
必
ず

し
も
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
君
子
と
小
人
の
問
に
は

113



孟
子
性
善
説
の
可
能
性
と
限
界
　
(
橋
本
)

⑥

ゆ
る
や
か
を
即
ち
相
対
的
差
異
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

孔
子
に
よ
っ
て
明
確
に
さ
れ
た
君
子
と
小
人
の
厳
然
た
る
区
別
を
相

対
化
し
た
こ
と
は
、
孟
子
が
、
孔
子
の
学
を
学
び
な
が
ら
も
そ
れ
を
絶

対
化
せ
ず
、
〓
正
の
距
離
を
置
い
て
捉
え
相
対
化
し
た
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
。
で
は
孟
子
の
眼
差
し
は
一
体
何
に
向
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
「
人
不
足
輿
適
也
」
・
「
人
之
易
其
言
也
、
無
責
耳
央
」
・
「
人
之
息

在
好
鳥
人
師
」
　
(
以
上
離
婁
上
)
　
「
人
之
所
以
異
於
禽
獣
老
幾
希
]
　
(
離

婁
下
)
　
な
ど
の
語
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
人
を
主
語
に
立
て
た
多
く
の

言
説
か
ら
、
孟
子
が
そ
の
眼
差
し
を
常
に
人
そ
の
も
の
に
向
け
、
人
を

人
と
し
て
一
括
し
哲
学
的
思
索
の
対
象
と
し
て
相
対
化
し
、
客
観
的
に

捉
え
よ
う
と
し
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

ま
た
、
「
言
非
祀
義
、
謂
之
自
暴
也
。
吾
身
不
能
居
仁
由
義
、
謂
之
自

棄
也
」
　
(
離
婁
上
)
、
「
君
子
深
造
之
以
遺
、
欲
其
自
得
之
也
」
、
あ
る
い

は
、
離
婁
下
の
「
自
暴
・
自
棄
・
自
得
」
、
更
に
「
自
賊
」
　
(
公
孫
丑
上
)

な
ど
、
「
自
」
即
ち
「
み
ず
か
ら
」
の
立
場
を
重
視
し
た
語
が
兄
い
だ
さ

れ
る
。
こ
の
繰
り
返
さ
れ
る
「
自
」
　
に
読
み
取
れ
る
こ
と
は
、
孟
子
が

他
な
ら
ぬ
自
己
の
存
在
に
対
し
て
厳
し
く
哲
学
的
眼
差
し
を
向
け
て
い

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
人
を
主
題
化
し
て
こ
れ
に
対

す
る
思
索
を
深
め
、
自
己
を
厳
し
く
見
つ
め
て
人
の
存
在
に
迫
っ
た
と

こ
ろ
に
、
孔
子
の
思
想
を
発
展
的
に
継
承
し
た
孟
子
の
哲
学
者
と
し
て

の
独
創
性
が
あ
る
。
で
は
孟
子
が
捉
え
た
人
と
は
自
己
と
は
ど
の
よ
う

な
存
在
で
あ
り
ど
の
よ
う
に
意
味
付
け
ら
れ
て
い
た
の
か
、
つ
ま
り
孟

子
は
人
及
び
自
己
を
ど
の
よ
う
な
位
相
に
お
い
て
捉
え
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
人
を
性
の
位
相
に
お
い
て
捉
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

で
は
次
に
、
孟
子
性
善
説
に
焦
点
を
あ
て
よ
う
。

二
　
性
善
説
1
万
人
平
等
の
地
平
-

「
論
語
」
　
に
は
僅
か
に
「
性
相
近
也
」
　
(
陽
貨
)
と
だ
け
記
さ
れ
、
ま

た
「
夫
子
之
言
性
輿
天
道
、
不
可
得
而
聞
也
」
　
(
公
冶
長
)
と
子
貢
に
嘆

か
せ
た
孔
子
の
人
を
見
凝
め
る
眼
差
し
は
、
現
実
の
生
活
者
で
あ
る
人

を
君
子
と
小
人
と
に
類
型
化
す
る
こ
と
に
止
ま
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

孟
子
の
人
を
見
凝
め
る
眼
差
し
は
、
「
孟
子
道
性
善
」
　
(
願
文
公
上
)
　
と

評
さ
れ
る
よ
う
に
、
現
実
の
人
間
存
在
を
支
え
る
そ
の
根
拠
で
あ
る
性
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に
こ
そ
向
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
孟
子
性
善
説
の
内
実
は
、
告
子
上
篇
に
記
載
さ
れ
た
告
子
と
の

議
論
の
中
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
、
孟
子
が
、
「
以
人
性
鳥
仁
義
」
(
告
子

上
)
　
と
し
て
告
子
に
異
を
唱
え
、
性
は
単
な
る
生
理
的
生
ま
れ
つ
き
で

は
な
く
、
そ
の
本
質
は
倫
理
的
価
値
を
備
え
た
仁
義
に
外
な
ら
な
い
、

と
説
い
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
「
君
子
所
性
、
仁
義
縫
智
根
於
心
」
　
(
壷
心

上
)
　
と
説
い
て
い
た
孟
子
に
と
っ
て
、
所
謂
君
子
が
考
え
る
性
と
は
、

心
に
根
拠
を
も
つ
仁
義
縫
智
に
外
な
ら
な
か
っ
た
。
「
乃
若
其
情
、
則

可
以
鳥
善
夫
、
乃
所
謂
善
也
。
…
…
側
隠
之
心
、
人
骨
有
之
。
羞
悪
之

心
、
人
皆
有
之
。
恭
敬
之
心
、
入
営
有
之
。
是
非
之
心
、
入
管
有
之
。

側
隠
之
心
、
仁
也
。
羞
悪
之
心
、
義
也
。
恭
敬
之
心
、
檀
也
。
是
非
之

心
、
智
也
。
仁
義
縫
智
、
非
由
外
轢
我
也
。
我
固
有
之
也
]
　
(
告
子
上
)

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
孟
子
は
「
側
隠
・
羞
意
・
恭
敬
・
是

非
」
の
心
を
、
そ
の
ま
ま
仁
義
縫
智
と
し
て
定
義
し
て
い
る
。
こ
の
仁

義
縫
智
は
、
人
が
外
面
か
ら
即
ち
後
天
的
に
学
習
に
よ
っ
て
身
に
つ
け

た
も
の
で
は
な
く
、
生
ま
れ
な
が
ら
先
天
的
に
固
有
し
て
い
る
も
の
で

孟
子
性
善
説
の
可
能
性
と
限
界
　
(
橋
本
)

あ
る
、
と
説
く
と
こ
ろ
に
、
仁
義
檀
智
と
い
う
倫
理
性
に
お
い
て
、
人

の
本
性
を
見
極
め
よ
う
と
す
る
孟
子
の
人
間
観
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

孟
子
に
お
い
て
、
人
は
先
天
的
に
倫
理
的
価
値
を
備
え
て
い
る
か
ら
こ

そ
善
な
る
存
在
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
倫
理
的
道
徳
的
価
値
を
付
与
さ
れ
た
人
は
、
従
っ
て
、

本
来
善
で
あ
る
自
ら
の
性
の
ま
ま
に
生
き
さ
え
す
れ
ば
そ
れ
で
よ
か
っ

⑤

た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
「
尭
舜
、
性
者
也
、
湯
武
、
反
之
也
」

(
壷
心
下
)
　
と
、
聖
人
尭
舜
は
、
性
の
ま
ま
に
生
き
、
湯
武
は
、
性
に

回
帰
し
本
釆
の
性
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
た
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、

性
の
ま
ま
に
生
き
る
こ
と
が
尭
舜
の
よ
う
な
聖
人
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

「
孟
子
道
性
善
、
言
必
稀
尭
舜
」
(
腰
文
公
上
)
と
評
さ
れ
る
所
以
で
あ

る
。
従
っ
て
孟
子
は
、
「
聖
人
、
人
倫
之
至
也
」
　
(
離
婁
上
)
　
と
聖
人
を

規
定
し
、
聖
人
は
、
人
間
社
会
に
お
け
る
倫
理
道
徳
の
究
極
の
体
現
者

で
あ
り
、
自
己
に
備
わ
っ
た
善
な
る
性
の
ま
ま
に
現
実
世
界
を
生
き
抜

い
た
理
想
的
人
間
の
典
型
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

孟
子
は
ま
た
、
聖
人
に
関
し
て
次
の
言
葉
を
残
し
て
い
た
。
「
舜
人
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能
性
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(
橋
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也
、
我
亦
人
也
」
、
「
尭
舜
興
人
同
耳
」
(
離
婁
下
)
、
「
聖
人
輿
我
同
類
者
」

(
告
子
上
)
、
「
曹
交
問
日
、
入
営
可
以
烏
尭
舜
、
有
諸
。
孟
子
日
、
然
」

㌫
日
子
下
)
。
こ
れ
ら
の
言
葉
は
、
尭
舜
と
い
っ
た
聖
人
が
決
し
て
人
を

超
越
し
た
存
在
で
は
な
く
、
人
と
同
じ
地
平
に
立
つ
存
在
で
あ
る
こ
と

を
強
調
し
た
も
の
で
あ
る
。
無
論
こ
れ
は
あ
る
意
味
で
は
聖
人
の
祭
り

さ
げ
で
は
あ
る
が
、
孟
子
の
哲
学
的
眼
差
し
は
、
現
実
社
会
に
お
け
る

個
々
人
の
差
異
を
相
対
化
あ
る
い
は
無
化
し
、
人
間
存
在
を
遺
徳
的
価

値
を
備
え
た
性
の
位
相
に
お
い
て
捉
え
る
こ
と
で
、
聖
人
を
絶
対
化
す

る
こ
と
な
く
、
聖
人
を
も
含
め
た
全
て
の
人
々
を
平
等
の
地
平
に
立
た

せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
孟
子
は
、
人
は
生
ま
れ
た
瞬

⑥

問
に
は
皆
等
し
く
聖
人
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

孔
子
の
よ
う
に
現
存
す
る
人
を
社
会
的
位
相
で
厳
し
く
見
つ
め
類
型
化

す
る
の
で
は
な
く
、
人
の
本
質
を
そ
の
存
在
の
根
拠
で
あ
る
性
の
位
相

で
捉
え
る
眼
差
し
は
、
性
が
善
で
あ
る
か
悪
で
あ
る
か
あ
る
い
は
無
善

無
不
善
で
あ
る
か
更
に
は
善
悪
混
在
で
あ
る
と
い
っ
た
主
義
主
張
の
相

違
に
拘
わ
ら
ず
、
人
間
存
在
を
平
等
の
地
平
に
お
い
て
捉
え
よ
う
と
す

⑦

る
も
の
で
あ
っ
た
。
孔
子
及
び
そ
の
弟
子
達
に
よ
っ
て
閉
ざ
さ
れ
た
聖

人
と
人
と
の
回
路
を
再
び
開
こ
う
と
す
る
思
い
が
、
性
に
関
す
る
議
論

を
引
き
起
こ
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
性
善
説
、
性
悪
説
あ
る
い
は
性
無
善

無
不
善
説
と
い
っ
た
説
の
相
違
は
、
従
っ
て
人
と
聖
人
の
間
に
開
か
れ

た
回
路
の
相
違
に
外
な
ら
な
い
。
た
だ
孟
子
は
、
倫
理
性
を
本
性
と
し
⑧

そ
れ
を
善
と
規
定
す
る
回
路
を
人
と
聖
人
の
間
に
開
い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
ま
た
、
天
を
人
か
ら
分
離
し
そ
の
回
路
を
閉
ざ
す
方
向
に
向
か

っ
て
い
た
孔
子
の
天
人
分
離
の
思
想
を
、
再
び
天
人
合
一
の
思
想
に
引

き
戻
し
天
と
人
と
の
回
路
を
再
開
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

三
　
心
に
つ
い
て
-
聖
人
と
し
て
生
き
る

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
仁
義
と
い
う
倫
理
的
価
値
を
本
質
と
す
る
が
ゆ

え
に
善
と
規
定
さ
れ
る
性
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
君
子
と
小
人
の
差
異

が
還
元
さ
れ
た
新
た
な
る
存
在
で
あ
る
人
を
、
孟
子
は
現
実
的
に
は
そ

の
性
の
実
現
形
態
で
あ
る
心
の
位
相
に
お
い
て
捉
え
て
い
た
。
以
下
、

孟
子
の
説
く
心
に
つ
い
て
み
て
ゆ
き
た
い
。

自
ら
に
備
わ
っ
た
性
の
ま
ま
に
生
き
る
こ
と
を
説
い
た
孟
子
は
、
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「
大
人
者
、
不
失
其
赤
子
之
心
者
也
」
　
(
離
婁
下
)
と
、
赤
子
の
心
を
失

う
こ
と
な
く
そ
の
ま
ま
に
生
き
る
こ
と
が
立
派
な
人
物
で
あ
る
こ
と
を

説
く
。
こ
の
　
「
赤
子
之
心
」
は
、
ま
た
、
「
人
皆
有
不
忍
人
之
心
。
…
…

所
以
謂
人
骨
有
不
忍
人
之
心
者
、
今
人
乍
見
揺
子
賂
入
於
井
、
皆
有
側

隠
之
心
。
…
…
無
側
隠
之
心
、
非
人
也
。
無
羞
悪
之
心
、
非
人
也
。
無

辞
讃
之
心
、
非
人
也
。
無
是
非
之
心
、
非
人
也
。
側
隠
之
心
、
仁
之
端

也
。
羞
悪
之
心
、
義
之
端
也
。
辞
譲
之
心
、
絶
之
端
也
。
是
非
之
心
、

智
之
端
也
。
人
之
有
是
四
端
也
、
猶
共
有
四
能
也
」
　
(
公
孫
丑
上
)
と
あ

る
よ
う
に
、
「
人
に
忍
び
ざ
る
の
心
」
と
も
言
わ
れ
る
。
こ
こ
で
注
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
表
現
は
、
先
の
告
子
富
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
た

「
入
管
有
」
の
「
皆
」
の
二
子
で
あ
る
。
孟
子
は
、
「
人
に
忍
び
ざ
る
の

心
」
が
「
全
て
」
の
人
に
備
わ
っ
て
い
る
と
言
う
。
井
戸
に
落
ち
そ
う

に
な
っ
て
い
る
子
供
を
見
て
、
間
髪
を
入
れ
ず
沸
き
上
が
っ
て
く
る
「
倒

隠
の
心
」
で
あ
る
「
人
に
忍
び
ざ
る
の
心
」
が
、
こ
の
世
に
存
在
す
る

全
て
の
人
々
に
普
遍
的
に
備
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
孟
子
は
、
こ
の
側
隠

の
心
に
加
え
て
「
羞
悪
・
辞
譲
・
是
非
の
心
」
が
備
わ
っ
て
い
る
の
が

孟
子
性
善
説
の
可
能
性
と
限
界
　
(
橋
本
)

人
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
心
は
そ
れ
ぞ
れ
仁
義
礼
智
の
表
れ
で
あ
る
と
説

く
。
つ
ま
り
、
孟
子
に
お
い
て
は
、
こ
の
仁
義
礼
智
と
い
う
道
徳
性
に

裏
打
ち
さ
れ
た
「
人
に
忍
び
ざ
る
の
心
」
が
、
全
て
の
人
の
　
「
人
」
と

し
て
の
存
在
を
そ
の
根
本
に
お
い
て
支
え
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
「
聖

人
輿
我
同
類
者
。
…
…
聖
人
先
得
我
心
之
所
同
然
耳
」
　
へ
告
子
上
)
　
と
、

聖
人
と
我
即
ち
人
と
を
同
類
の
者
と
し
て
結
び
付
け
る
回
露
は
、
正
し

く
こ
の
仁
義
縫
智
を
核
と
す
る
「
人
に
忍
び
ざ
る
の
心
」
に
外
な
ら
な

か
っ
た
。
天
か
ら
与
え
ら
れ
た
生
ま
れ
つ
き
で
あ
る
性
の
位
相
の
み
な

ら
ず
、
性
を
拡
充
し
て
生
き
て
行
く
「
人
に
忍
び
ざ
る
の
心
」
の
位
相

に
お
い
て
も
、
万
人
の
共
通
性
と
平
等
性
、
そ
し
て
聖
人
と
人
の
回
路

の
回
復
と
を
、
孟
子
は
視
野
に
入
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

先
の
　
「
四
端
説
」
　
に
お
い
て
、
「
仁
・
義
・
礼
∴
習
」
　
の
端
で
あ
る

「
側
隠
・
羞
悪
・
辞
譲
・
是
非
」
　
の
心
が
ひ
と
つ
で
も
欠
け
て
い
れ
ば

人
で
は
な
い
、
と
明
言
し
て
い
た
よ
う
に
、
孟
子
は
、
人
と
し
て
の
存

在
理
由
を
、
「
側
隠
・
羞
恵
・
辞
譲
・
是
非
の
心
」
の
四
様
態
に
兄
い

だ
し
た
が
、
こ
れ
は
即
ち
「
人
に
忍
び
ざ
る
の
心
」
に
外
在
ら
な
い
。
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「
仁
義
の
心
」
　
「
良
心
」
　
(
告
子
上
)
、
あ
る
い
は
　
「
恒
心
」
　
(
願
文
上
)
、

「
本
心
」
　
(
告
子
上
)
　
と
も
説
か
れ
る
こ
の
　
「
人
に
忍
び
ざ
る
の
心
」

は
、
勿
論
性
と
同
様
に
天
に
根
拠
を
持
ち
天
と
一
体
の
も
の
で
あ
っ
た
。

孟
子
は
「
志
其
心
者
、
知
其
性
也
。
知
其
性
別
知
天
真
」
　
(
蓋
心
下
)
　
と

し
て
、
心
と
性
と
天
と
が
一
体
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
説
い
た
。

つ
ま
り
、
心
も
性
も
天
か
ら
全
て
の
人
に
平
等
に
与
え
ら
れ
た
も
の
で

あ
り
、
そ
れ
が
人
間
の
本
質
を
形
成
す
る
と
と
も
に
、
人
間
存
在
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
も
あ
っ
た
。
こ
こ
に
、
天
と
人
が
性
と
心
の
回
路

⑨

を
通
じ
て
一
体
で
あ
る
と
す
る
、
孟
子
の
天
人
合
一
の
思
想
が
明
確
に

表
さ
れ
て
い
る
。
孔
子
が
人
を
天
か
ら
分
離
し
て
人
の
倫
理
的
立
場
を

強
調
し
た
こ
と
か
ら
は
、
明
ら
か
に
逆
行
す
る
も
の
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
あ
る
ま
い
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
む
し
ろ
天
人
分
社
を
説
い
た
苛

子
の
方
が
孔
子
の
方
向
性
を
そ
の
ま
ま
に
受
け
継
い
だ
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
、
逆
行
す
る
か
に
見
え
る
孟
子
も
、
や
は
り
天
の
内
在
化
で
あ

る
性
を
説
き
、
そ
の
展
開
形
態
で
あ
る
心
を
説
く
こ
と
で
、
む
し
ろ
人

の
立
場
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
性
と
心
の
各
位
相
に
お
い
て
、
人
は

本
来
聖
人
で
あ
る
と
す
る
人
間
観
は
、
人
間
を
そ
の
存
在
の
根
源
に
お

い
て
救
済
し
、
更
に
そ
の
性
を
拡
充
し
て
生
き
て
ゆ
く
心
の
自
己
実
現

の
可
能
性
に
向
け
て
勇
気
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
、
愛
情
を

持
っ
て
人
間
に
注
が
れ
る
眼
差
し
か
ら
生
ま
れ
た
真
の
意
味
で
人
間
を

救
い
善
に
導
く
新
た
な
人
間
学
で
あ
っ
た
。

四
　
学
問
に
つ
い
て
-
「
思
い
」
　
の
哲
学

志
心
上
篇
に
は
「
形
色
、
天
性
也
。
惟
聖
人
然
後
可
以
践
形
」
と
あ

り
、
聖
人
と
人
と
の
相
違
は
、
天
か
ら
与
え
ら
れ
た
性
の
ま
ま
に
実
践

で
き
る
か
ど
う
か
の
一
点
に
あ
る
と
説
く
。
こ
れ
は
、
四
端
を
拡
充
す

る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
次
に
、
性
の
ま
ま
に
実
践
し
四
端
を
拡
充
し
て

生
き
て
ゆ
く
主
体
で
あ
る
人
の
能
力
が
問
題
に
な
る
。
そ
こ
で
孟
子
は
、

「
良
知
良
能
」
を
説
く
。
「
人
之
所
不
學
而
能
者
、
其
良
能
也
、
所
不
慮

而
知
者
、
其
良
能
也
。
接
提
之
童
、
無
不
知
愛
其
親
者
、
及
其
長
也
、

無
不
知
敬
其
兄
也
。
親
親
、
仁
也
。
敬
長
、
義
也
。
無
地
、
達
之
天
下

也
」
　
(
遠
心
上
)
　
と
。
「
良
知
良
能
」
と
は
、
子
供
が
親
を
愛
し
、
成
長

す
る
と
兄
を
敬
う
よ
う
に
、
誰
に
教
え
ら
れ
る
こ
と
も
、
学
ぶ
こ
と
も

118



思
慮
を
要
す
る
こ
と
も
な
く
、
親
に
親
し
む
仁
、
年
長
者
を
敬
う
義
を

天
下
に
拡
充
す
る
能
力
で
あ
っ
た
。
こ
の
　
「
良
知
良
能
」
　
に
自
ら
を
委

ね
自
立
す
る
こ
と
で
、
自
ら
の
内
な
る
仁
義
を
世
界
に
拡
充
し
、
人
は

そ
の
自
己
の
内
な
る
仁
義
即
ち
性
の
ま
ま
に
現
実
世
界
を
生
き
抜
く
こ

と
が
で
き
る
、
と
孟
子
は
考
え
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
人
間
の
現
実
は
、
そ
う
単
純
で
は
な
か
っ
た
。
利
益
を

求
め
禽
獣
と
変
わ
ら
ぬ
程
に
ま
で
堕
落
し
て
い
た
人
々
を
、
本
来
の
姿

で
あ
る
性
善
に
導
き
回
帰
さ
せ
る
に
は
、
学
問
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

孟
子
は
、
「
學
問
之
遺
、
無
他
、
求
其
放
心
而
巳
央
」
　
(
告
子
上
)
　
と

し
て
、
放
心
即
ち
現
実
の
中
で
見
失
わ
れ
た
心
を
取
り
戻
す
こ
と
以
外

に
学
問
な
ど
は
無
い
、
と
言
い
切
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
陸
象
山
は

「
孟
子
言
學
問
之
追
求
放
心
、
是
賛
明
普
時
人
」
(
r
陸
九
淵
集
』
巻
3
5

語
録
下
)
　
と
述
べ
て
、
こ
の
孟
子
の
言
葉
が
当
時
の
人
々
を
啓
発
し
た

と
し
て
い
る
が
、
果
た
し
て
本
当
に
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
孟
子
は
こ
の

よ
う
に
抽
象
的
に
述
べ
る
だ
け
で
、
放
心
を
求
め
る
求
め
方
の
具
体
的

方
法
に
関
し
て
は
何
も
述
べ
て
は
い
を
い
。
次
の
言
葉
も
ま
た
同
様
で

孟
子
性
善
説
の
可
能
性
と
限
界
　
(
橋
本
)

あ
る
。
「
此
天
之
所
輿
我
者
、
先
立
乎
其
大
老
、
則
其
小
者
弗
能
奪
也
。

此
烏
大
人
而
巳
巳
」
　
(
告
子
上
)
。
天
が
人
に
与
え
た
「
大
な
る
者
」
を
、

自
己
に
お
い
て
確
立
す
る
こ
と
が
大
人
と
し
て
の
存
在
証
明
な
の
で
あ

る
と
説
く
。
大
人
と
は
勿
論
、
天
が
与
え
た
人
間
存
在
の
根
拠
で
あ
る

赤
子
の
心
即
ち
仁
義
の
心
を
失
わ
ず
、
そ
れ
を
自
己
に
お
い
て
実
現
し

て
い
る
者
の
謂
で
あ
っ
た
。
仁
義
踵
知
と
い
う
倫
理
的
価
値
を
備
え
た

性
の
ま
ま
に
生
き
、
赤
子
の
純
粋
な
心
を
そ
の
ま
ま
の
　
「
人
に
忍
び
ざ

る
の
心
」
　
に
回
帰
し
、
心
を
養
て
、
大
人
か
ら
聖
人
へ
と
自
己
を
確
立

し
て
ゆ
く
こ
と
が
こ
の
言
葉
に
合
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
。
と
こ
ろ
が
や
は
り
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
方
法
で
そ
の
　
「
大

な
る
老
」
を
確
立
し
て
ゆ
く
か
と
い
っ
た
こ
と
は
、
一
切
述
べ
ら
れ
て

は
い
な
い
。
「
求
則
得
之
、
舎
則
失
之
、
是
求
有
益
於
得
也
。
求
在
我
老

也
」
(
壷
心
上
)
と
我
に
内
在
す
る
も
の
を
求
め
る
と
孟
子
は
言
う
。
し

か
し
、
内
在
す
る
性
・
心
を
求
め
る
具
体
的
方
法
に
つ
い
て
は
、
や
は

り
明
示
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
る
。

ま
た
、
孟
子
は
「
養
心
莫
善
於
寡
欲
」
　
(
遠
心
下
)
と
、
心
の
ま
ま
に
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生
き
る
た
め
に
欲
を
少
な
く
す
る
「
寡
欲
」
を
説
い
た
。
孟
子
に
と
っ

て
、
性
本
来
の
在
り
様
か
ら
希
離
さ
せ
、
放
心
の
状
態
を
斎
す
最
大
の

原
因
は
、
欲
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
人
を
性
善
の
地
平
に
立
ち
返

ら
せ
、
純
粋
な
心
を
取
り
戻
さ
せ
る
に
は
、
そ
の
元
凶
で
あ
る
欲
を
少

な
く
し
て
ゆ
く
こ
と
が
最
善
の
方
法
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
も
孟
子
は
、
ど
の
よ
う
に
欲
を
少
な
く
す
る
の

か
、
そ
の
具
体
的
方
法
に
関
し
て
は
何
の
説
明
も
し
て
い
な
い
。

更
に
、
孟
子
は
「
我
善
善
吉
浩
然
之
気
」
　
(
公
孫
丑
上
)
と
説
い
て
は

い
る
が
、
「
何
謂
浩
然
之
気
」
　
の
問
い
に
、
「
狂
言
也
」
と
答
え
て
よ
く

養
っ
て
い
る
「
浩
然
の
気
」
　
の
概
念
規
定
さ
え
明
確
で
は
な
い
。
従
っ

て
、
「
浩
然
の
気
」
を
ど
の
よ
う
に
養
っ
て
ゆ
く
の
か
、
そ
の
具
体
的
方

法
も
や
は
り
説
か
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。

孟
子
の
考
え
た
学
問
の
方
法
と
し
て
、
「
求
放
心
」
「
寡
欲
」
「
養
気
」
.

の
三
つ
が
説
か
れ
て
は
い
る
が
、
実
際
ど
の
よ
う
に
実
践
す
れ
ば
い
い

の
か
、
そ
の
具
体
的
方
法
論
に
関
し
て
は
一
切
述
べ
ら
れ
て
は
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
外
面
的
工
夫
で
あ
る
学
問
的
方
法
論
の
欠
如
し
た
孟
子
に

お
い
て
、
当
然
の
帰
結
と
し
て
重
要
視
さ
れ
た
の
は
、
「
心
之
官
則
思
。

思
則
得
之
、
不
思
則
不
得
也
」
　
(
告
子
上
)
　
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
よ
う

に
、
「
良
知
良
能
」
を
備
え
た
内
面
的
工
夫
の
主
体
的
実
践
者
で
あ
る

心
で
あ
っ
た
。
孟
子
は
　
「
是
政
誠
者
、
天
之
道
也
。
思
誠
者
、
人
之
道

也
」
　
(
離
婁
上
)
　
と
し
て
、
心
に
よ
る
「
思
い
」
　
の
哲
学
を
主
張
し
た
。

こ
の
「
思
い
」
は
、
「
自
反
而
縮
、
錐
千
萬
人
、
吾
往
央
」
　
(
公
孫
丑
上
)

と
、
自
ら
の
「
縮
(
誠
)
」
即
ち
天
の
道
で
あ
る
誠
、
つ
ま
り
人
間
を
超

越
す
る
こ
と
な
く
人
間
に
内
在
し
っ
つ
、
そ
の
存
在
を
支
え
て
い
る
根

源
で
あ
る
誠
を
思
い
な
が
ら
、
同
時
に
自
己
の
内
な
る
誠
の
自
己
実
現

に
向
け
て
、
た
と
え
自
分
一
人
で
あ
ろ
う
と
強
く
生
き
て
ゆ
く
こ
と
で

あ
っ
た
。
こ
の
主
体
性
を
重
視
し
た
　
「
思
い
」
　
の
哲
学
に
は
、
人
自
ら

が
そ
れ
ぞ
れ
の
内
な
る
誠
を
思
い
続
け
る
以
外
に
、
具
体
的
方
法
は
無

か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
有
子
が
学
問
の
重
要
性
を
説
き
そ
の
規

矩
と
し
て
の
礼
の
重
要
性
を
事
細
か
に
説
く
の
と
は
好
対
照
を
な
し
て

い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
孟
子
に
お
い
て
、
学
問
の
具
体
的
方
法
論
が

欠
け
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の
思
想
自
体
が
内
包
す
る
弱
点
で
あ
り
、
孟
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子
思
想
の
構
造
的
限
界
で
あ
っ
た
。

五
　
ま
と
め

以
上
要
す
る
に
、
孔
子
が
人
を
君
子
と
小
人
と
に
類
別
し
、
更
に
厳

し
い
眼
差
し
に
よ
っ
て
上
智
と
下
愚
の
移
行
不
可
能
性
を
説
い
た
の
に

反
し
て
、
孟
子
は
性
善
説
を
提
唱
し
て
、
聖
人
を
含
め
た
全
て
の
人
を

性
善
の
地
平
に
お
い
て
平
等
な
存
在
と
し
て
理
解
し
よ
う
と
し
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
従
っ
て
、
孟
子
性
善
説
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、

仁
義
櫨
智
と
い
う
倫
理
的
価
値
を
本
質
と
す
る
性
が
善
で
あ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
本
来
聖
人
と
匹
夫
匹
婦
た
る
百
姓
の
区
別
は
な
く
、
人
は
皆

平
等
で
あ
り
る
こ
と
が
根
拠
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
全

て
の
人
が
誠
で
あ
る
天
の
道
を
心
に
思
い
続
け
人
の
道
を
実
践
す
る
こ

と
を
通
し
て
、
聖
人
と
同
様
に
自
ら
に
備
わ
っ
た
性
に
自
ら
を
同
一
化

さ
せ
自
己
を
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
そ
の
可
能
性
に
お
い
て
も
平

等
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
そ
の
弟
子
達
に
よ
っ

て
祭
り
上
げ
ら
れ
人
と
断
絶
し
て
い
た
孔
子
を
、
相
対
的
に
祭
り
下
げ

そ
の
回
路
を
回
復
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

孟
子
性
善
説
の
可
能
性
と
限
界
　
(
橋
本
)

言
い
換
え
れ
ば
、
孟
子
は
性
善
説
を
人
間
把
捉
の
根
底
に
据
え
、
こ

の
視
点
か
ら
、
本
性
で
あ
る
仁
義
踵
智
を
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

ー
と
し
て
存
在
す
る
本
来
善
な
る
存
在
で
あ
る
新
た
な
る
タ
イ
プ
の
人

間
を
創
造
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
人
間
存
在
の
多
様
な
る
可
能
性
の
中
か
ら
、
人
の
性

を
倫
理
性
に
限
定
し
、
そ
の
あ
る
べ
き
姿
の
指
標
と
し
て
倫
理
性
を
選

択
し
た
こ
と
に
よ
り
、
人
を
平
等
の
地
平
に
解
放
し
た
の
は
確
か
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
同
時
に
、
人
を
倫
理
的
存
在
と
し
て
限
定

し
て
し
ま
い
、
倫
理
性
以
外
の
豊
か
な
人
間
と
し
て
の
可
能
性
を
一
切

排
除
し
て
し
ま
う
こ
と
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

性
善
説
を
根
拠
に
し
て
、
万
人
の
平
等
性
と
、
聖
人
と
一
体
化
で
き

る
可
能
性
を
説
き
、
末
代
以
降
の
儒
者
の
思
索
の
よ
り
所
と
な
っ
た
孟

子
で
は
あ
っ
た
が
、
聖
人
と
の
一
体
化
を
実
現
す
る
方
法
論
即
ち
工
夫

に
関
し
て
は
、
欲
を
少
な
く
し
　
「
放
心
」
を
回
復
す
る
よ
う
説
く
の
み

で
、
ど
の
よ
う
に
実
践
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
そ
の
学
問
の
方
法
論
は
全

く
具
体
的
体
系
を
備
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
孟
子
は
、
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天
の
下
の
人
間
の
平
等
性
に
希
望
を
兄
い
だ
し
、
性
の
ま
ま
に
生
き
る

こ
と
即
ち
性
=
天
を
根
拠
に
し
て
自
己
を
確
立
し
て
ゆ
く
こ
と
を
説
い

た
が
、
こ
の
こ
と
が
却
っ
て
、
天
の
権
威
に
よ
っ
て
人
間
を
拘
束
限
定

し
、
人
間
が
人
間
と
し
て
自
ら
の
力
で
生
き
、
他
肇
b
ぬ
自
ら
を
根
拠

に
し
て
自
己
を
確
立
し
て
ゆ
く
人
間
の
立
場
を
脆
弱
に
す
る
結
果
を
招

い
て
し
ま
っ
た
。
従
っ
て
、
人
が
ど
の
よ
う
に
自
己
を
確
立
し
て
ゆ
く

か
と
い
っ
た
、
「
生
き
る
」
こ
と
の
具
体
的
な
方
法
論
が
全
く
欠
如
し
て

し
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
孟
子
の
限
界
、
そ
れ
は
、
生
ま
れ
て
き
た

人
間
を
天
の
地
平
で
捉
え
た
だ
け
で
、
生
き
て
ゆ
く
人
間
を
人
間
の
地

平
で
捉
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
後
に
萄
子
を
始
め
末
代
以
降

の
儒
者
が
、
孟
子
の
枠
組
み
を
継
承
し
っ
つ
も
、
常
に
工
夫
を
問
題
に

し
続
け
た
理
由
の
一
端
は
こ
こ
に
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

(
三
)
　
終
わ
り
に

以
上
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
孟
子
は
我
こ
そ
が
孔
子
を
継
ぐ
者
で
あ

る
と
の
自
覚
を
精
神
的
支
柱
と
し
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
学
説
は

孔
子
の
示
し
た
方
向
と
は
逆
に
向
か
っ
て
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

孟
子
は
「
人
皆
」
と
説
い
た
。
こ
の
表
現
に
、
全
て
の
人
を
「
人
」

と
し
て
一
括
し
対
象
化
し
て
捉
え
、
無
差
別
平
等
の
地
平
で
捉
え
る
眼

差
し
を
兄
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
性
善
説
は
、
人
を
性
の
地
平

に
お
い
て
全
く
平
等
に
扱
う
も
の
で
あ
り
、
性
の
ま
ま
に
生
き
抜
き
放

心
を
取
り
戻
す
こ
と
で
聖
人
に
も
な
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
人
々
に
救
い
と
希
望
を
与
え
る
思
想
で
あ
っ
た
と

言
え
よ
う
。
そ
こ
に
は
勿
論
、
孟
子
に
よ
る
新
た
な
人
間
の
発
見
が

有
っ
た
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
眼
差
し
が
孟
子

の
人
間
理
解
の
根
幹
を
な
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
孔
子
の
人
間
理
解
を

一
歩
進
め
た
孟
子
独
自
の
哲
学
的
思
索
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
孟
子

の
眼
差
し
に
よ
っ
て
、
天
に
根
拠
を
持
ち
仁
義
縫
智
と
し
て
道
徳
的
に

価
値
付
け
ら
れ
た
性
を
内
在
す
る
心
を
備
え
た
新
た
な
人
間
が
創
造
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
孟
子
性
善
説
が
開
い
た
人
間
の
可
能

性
と
そ
の
人
間
観
は
、
末
代
明
代
に
ま
で
影
響
し
続
け
る
ほ
ど
に
、
儒
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教
思
想
に
お
い
て
最
も
重
要
を
核
心
足
り
得
た
の
で
あ
る
。

陸
象
山
が
「
心
即
理
」
を
説
き
、
そ
の
心
を
「
千
古
不
磨
の
心
」
と

し
、
こ
の
心
に
お
い
て
聖
人
と
全
て
の
人
は
一
体
で
あ
る
と
説
き
、
王

陽
明
も
「
心
即
理
」
を
説
き
「
満
街
の
入
管
走
れ
聖
人
」
と
説
き
得
た

の
は
、
孟
子
の
性
善
説
を
根
拠
に
し
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
一
方
、

程
伊
川
・
朱
子
が
「
聖
人
学
ん
で
至
る
ペ
し
」
と
説
く
根
拠
も
ま
た
、

⑲

孟
子
に
よ
っ
て
既
に
用
意
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
そ
れ
は
同
時
に
、
孟
子
が
直
面
し
た
限
界
で
も
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
多
様
な
る
人
間
の
可
能
性
の
中
か
ら
、
倫
理
的
要
素
の
み
を

抽
出
し
て
人
を
倫
理
的
存
在
と
し
て
の
み
限
定
し
て
し
ま
い
、
そ
の
多

様
な
る
可
能
性
の
芽
を
摘
み
取
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
儒
教
に
お

い
て
、
人
が
こ
の
倫
理
的
拘
束
か
ら
解
放
さ
れ
る
の
は
、
明
代
に
至
っ

て
王
陽
明
が
登
場
し
、
性
は
「
無
善
無
意
」
で
あ
る
と
説
く
ま
で
待
た

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
儒
教
の
人
間
観
は
、
孟
子
の
性
善
説
に
支
え
ら

れ
る
と
同
時
に
拘
吏
さ
れ
続
け
る
歴
史
を
刻
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
人
の
存
在
の
根
源
で
あ
る
天
を
も
倫
理
的
価
値
の
源
泉
と
し

孟
子
性
善
説
の
可
能
性
と
限
界
　
(
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て
の
み
限
定
し
、
人
と
無
関
係
な
自
律
的
存
在
と
し
て
捉
え
る
客
観
的

視
線
を
塞
ぐ
と
い
う
結
果
を
招
来
し
た
の
も
、
紛
れ
も
無
い
事
実
で

あ
っ
た
。
孟
子
の
功
績
に
の
み
日
を
奪
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
こ
の
こ
と

も
我
々
は
直
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

人
の
心
を
見
通
す
鋭
い
眼
光
を
放
ち
な
が
ら
、
こ
の
孟
子
の
限
界
を

じ
っ
と
見
据
え
た
の
は
、
孟
子
の
後
に
現
れ
た
苛
子
で
あ
っ
た
。
孔
子

と
孟
子
の
人
間
観
・
聖
人
観
を
、
独
自
の
立
場
か
ら
発
展
的
に
継
承
し
、

性
悪
説
を
説
き
出
す
こ
と
で
、
儒
教
史
上
最
も
斬
新
な
人
間
観
を
展
開

し
て
、
苛
子
は
孟
子
の
限
界
を
克
服
し
、
新
た
な
地
平
を
開
こ
う
と
し

た
の
で
あ
る
。
次
稿
は
そ
の
苛
子
を
テ
ー
マ
に
論
じ
た
い
。

注①
　
朱
子
は
、
孟
子
だ
け
に
立
脚
し
て
は
い
な
い
。
本
性
論
に
関
し
て
、
そ

の
枠
組
み
を
形
成
し
て
い
た
二
つ
の
柱
は
、
孟
子
の
性
善
説
で
あ
る
と

共
に
苛
子
の
性
悪
説
で
あ
っ
た
。
陸
象
山
が
孟
子
の
思
想
に
の
み
依
拠

し
て
自
説
を
構
築
し
て
い
っ
た
の
に
対
し
、
朱
子
は
孟
子
と
筍
子
と
い

ぅ
相
矛
盾
し
相
反
す
る
と
考
え
ら
れ
る
両
者
の
思
想
を
新
た
に
統
合
す

る
形
で
自
説
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
。
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孟
子
性
善
説
の
可
能
性
と
限
界
　
(
橋
本
)

②
　
「
孔
子
の
人
間
観
と
聖
化
-
王
陽
明
の
人
間
理
解
に
向
け
て
-
」
　
(
広

島
大
学
漢
文
教
育
研
究
会
「
漢
文
教
育
』
　
1
7
号
所
収
)

③
　
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
君
子
の
価
値
が
全
く
失
わ
れ
た
と
い
う
の

で
は
な
い
。
「
君
子
所
以
異
於
人
者
、
以
共
存
心
也
」
　
(
離
婁
下
)
　
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
、
君
子
は
や
は
り
君
子
と
し
て
所
謂
一
般
の
人
と
は
違

っ
た
価
値
を
備
え
た
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
こ
こ
で
理
解
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
君
子
が
相
対
的
に
人
よ
り
優
れ
た
存
在
に

過
ぎ
な
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

④
　
「
或
発
心
、
或
努
力
、
発
心
者
治
人
、
勢
力
老
治
於
人
。
治
於
人
者
食

入
、
治
人
老
食
於
人
、
天
下
之
通
義
也
」
　
(
勝
文
公
上
)
　
と
も
言
っ
て
、

労
心
者
と
労
力
者
と
の
違
い
を
孟
子
は
説
く
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
社

会
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
の
、
社
会
的
分
業
の
立
場
か
ら
の
上
下
関
係

人
も
人
も
性
善
の
地
平
に
お
い
て
は
全
く
同
じ
価
値
を
備
え
た
存
在
だ

と
す
る
と
こ
ろ
に
、
孟
子
の
性
善
説
及
び
聖
人
観
の
独
創
性
が
あ
る
の

で
あ
る
。

⑦
　
金
谷
治
氏
が
「
性
善
説
に
は
な
に
ほ
ど
か
一
種
の
平
等
思
想
と
み
ら
れ

る
も
の
が
あ
る
。
…
…
遺
徳
的
立
場
に
お
け
る
基
本
的
な
平
等
を
認
め

た
も
の
で
あ
る
己
　
(
金
谷
前
掲
書
)
　
と
論
じ
て
お
ら
れ
る
の
は
、
確
か

に
正
鵠
を
射
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
性
善
説
に
の
み
平
等
思

想
を
読
む
と
こ
ろ
に
氏
の
限
界
が
あ
る
。
何
故
な
ら
、
性
に
眼
差
し
を

向
け
る
こ
と
自
体
が
、
人
間
存
在
を
平
等
の
地
平
で
捉
え
る
こ
と
に
外

な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
苛
子
の
性
悪
説
も
ま
た
、
性
悪
と
説
く
こ
と

で
、
一
旦
全
て
の
人
を
平
等
の
地
平
に
立
た
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に

人
間
を
平
等
に
捉
え
る
有
子
の
眼
差
し
が
確
か
に
あ
る
。
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を
説
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
人
間
的
価
値
即
ち
倫
理
的
価
値
の
優
劣
関
　
　
⑧

有
子
の
場
合
は
、
作
偽
に
よ
っ
て
自
己
変
革
し
聖
人
に
自
ら
を
高
め
て

係
を
示
し
た
も
の
で
は
な
い
。

⑤
　
「
孟
子
の
心
と
気
-
儒
家
に
お
け
る
身
体
論
序
説
-
」
　
(
広
島
哲
学
会

編
『
哲
学
』
　
4
2
集
)

⑥
　
金
谷
治
氏
が
、
聖
人
に
関
し
て
「
儒
家
、
と
り
わ
け
て
孟
子
の
こ
ろ
か

ら
あ
と
で
は
、
そ
れ
　
(
聖
人
)
　
を
純
粋
に
人
間
ら
し
い
人
間
と
し
て
と

ら
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
…
…
孟
子
に
お
い
て
重
要
な
こ
と
は
、
聖
人

を
あ
が
め
な
が
ら
、
そ
れ
を
身
近
い
も
の
に
ひ
き
よ
せ
た
こ
と
で
あ
っ

た
]
　
(
〓
血
子
」
岩
波
新
書
)
と
論
じ
て
お
ら
れ
る
。
卓
見
で
あ
る
。
し

か
し
、
「
身
近
い
も
の
に
ひ
き
よ
せ
た
」
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
聖

ゆ
く
回
路
を
人
と
聖
人
の
間
に
開
い
た
の
で
あ
る
。

⑨
　
孟
子
の
浩
然
の
気
に
よ
る
天
人
合
一
、
即
ち
心
身
二
九
論
の
思
考
に
関

し
て
は
、
注
⑤
所
引
の
拙
稿
参
照
。

⑲
　
朱
子
の
場
合
は
、
有
子
の
「
性
也
者
、
吾
所
不
能
為
也
、
然
而
可
化
也
」

(
儒
教
筒
)
　
の
考
え
に
も
立
脚
し
て
お
り
、
孟
子
に
の
み
基
づ
く
も
の

で
は
な
い
。

(
広
島
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー
)



According to Jinabhadra Gani, jTva is directly perceptible because it is not

different (ananya)from its properties, e.g. consciousness (vijnana)such as a doubt

(samsaya)about jlva, which are in fact perceptible. Then how can he justify the

non-difference between jTva and its properties?

The key to solve this problem lies in the Jaina theory of standpoints (nayavada).

From the substantive view (dravyarthikanaya), both jTva and its properties are

regarded as non-different. From the modal view (paryayarthikanaya), however,

they are regarded as different. And the object under consideration should be

apprehended not only from one but from both standpoints. This explains why

Jinabhadra can assume the non-difference between jTva and its properties, while

keeping the separate verbal designations, viz. 'property-possessor' (gunin)and

'property' (guna), for them.

A possibility and limitation on Mengzi (:£å ?) 's Seizensetu (tiffiK= the

ethical doctrine that human nature is essentially good)

Keiji Hashimoto

Mengzi S-F-) thought that there is no essential difference between Junzi (?J

-?å ) and Xiaoren('hA). And he advanced human nature is essentially good as

a ethical existence. By this view all humans have a possibility to become a

Shengren (HA). As a result, human nature became all equal before Seizensetu

(ttlflK). But, it also means Mengzi limits the human nature's other possibili-

ties.
And Mengzi advanced three methods of learning, Qiu Fangxin (jRJfc'O), Gua

Yu (Ifnfc), Yang Qi (Sljn,). But Mengzi never explained these methods concrete-

ly. It means that Mengzi's Thought lacks a thought of concrete method. This is

a structural limitation on Mengzi's Thought.

A Study of Chun-qiu Fan-lu Mie-guo-shang (#?^||jga±^-fc)

Miki Zaiki

Chun-qiu Fan-lu (#$Gf£if) was written by Dong Chong-shu (itf+if) in

Han (?ii) period.

This paper is a translation, annotation and consideration of Chun-qiu Fan-lu

Mie-guo-shang (#fi/(S?SfMH_kff5-fc ).
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